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小 児 外 科，血 管 外 科

［小児外科］
講　師 : 吉澤　穣治　　

［血管外科］
教　授 : 大木　隆生　　血管外科・血管内治療

講　師 : 石田　　厚　　血管外科・血管内治療

講　師 : 金岡　祐司　　血管外科・血管内治療

講　師 : 戸谷　直樹　　血管外科・血管内治療

　教育・研究概要

［小児外科］
　【教育】（学生教育）小児外科疾患は発生過程での

異常によるものであり，医学科 4 年生に対する系統

講義では，正常な発生との違いを明確にして，さら

に，国家試験での key words を考慮した授業をお

こなっている。（研修医教育）小児外科に配属になっ

た研修医の履修目標としては，① 小児の採血にな

れること，② 小児の輸液管理の概念をつかむこと，

③ 埋没縫合ができるようになることであり，指導

医とともに行動し，手術にも全例参加することを目

標にしている。（レジデント教育）小児外科専門医・

指導医資格を得るために，学年に応じた手術の術者・

助手を経験できる様な体制を整えている。

　【臨床研究】

I.　膀胱鏡下ヒアルロン酸（Deflux）注入療法
　膀胱尿管逆流症に対する低侵襲手術を倫理委員会

の承認のもとおこなっている。これまでに 3 症例に

対して施行し，2 症例で治癒，1 症例で経過観察中

である。本手術の対象は逆流の程度が 2 度以上で 1

歳以上の小児であるが，1 歳以下で本手術を希望す

る小児が多いことから，手術基準の見直しをする予

定である。

II.　小児内視鏡手術時の輸液の選択
　小児鼠径ヘルニアに対して，腹腔鏡による治療を

おこなっている。手術時の輸液の種類によって，気

腹による二酸化炭素が体液におよぼす変化に差が生

じるかを検討した。

III.　重症心身障害児に対する噴門形成術
　重症心身障害児では，脊椎の変形によって挿入す

るポートの位置や手術手技に工夫を要することが多

く，さまざまな手術器具を駆使して最善の手術方法

を検討している。

IV.　漏斗胸に対するNuss手術
　Nuss 手術件数が全国 3 位となった。さらに，変

形の高度な症例に対する術式の工夫をおこなってい

る。

　【基礎研究】

I.　 腹腔鏡で使用される二酸化炭素が地球環境に及

ぼす影響について
　腹腔鏡手術に使用する二酸化炭素を測定して，地

球温暖化に及ぼす影響について検討した。

II.　悪性腫瘍に対する分子標的療法
　神経芽腫瘍転移モデルを用いて，新たな転移抑制

療法のプロトコールを検討した。

III.　血液浄化による敗血症治療
　ラット敗血症モデルを用いて，血液浄化のタイミ

ングと炎症性サイトカイン発現量の検討をおこなっ

た。

［血管外科］
I.　 胸腹部大動脈瘤に対する枝付きステントグラフ

トの臨床応用
　胸腹部大動脈瘤は破裂してしまうと極めて救命が

困難であり，また待機手術においても未だ高い死亡

率と対麻痺を始めとした悲惨な合併症を引き起こす

厳しい疾患である。われわれは，開胸開腹手術が困

難な症例に対しては個人輸入ベースで使用医療器具

を入手し，枝付きステントグラフト手術を行ってい

る。鼡径部の小切開のみで腹腔動脈・上腸間膜動脈・

腎動脈に送血用の枝をつけてから動脈瘤を空置する

治療を行い得るため局所麻酔下での手術も可能であ

る。2009 年 9 月現在 43 例に対して枝付きステント

グラフト手術を行い technical success は 100％，

在院死亡率は 2.3％（1 例）と良好な成績を収めて

いる。

II.　薬剤溶出ステントの基礎的研究と臨床応用
　浅大腿動脈の狭窄・閉塞病変（SFA 病変）に対

するステント治療は，未だ再狭窄率が高く問題点も

多い。われわれは，SFA 病変に対して内膜肥厚の

抑制を目的とした薬剤溶出ステントの開発と基礎的

研究，さらに本邦初の日米独同時臨床治験も行った。

　臨床治験の結果は満足できるものであり，現在保

険収載に向けて準備中である。

III.　 血管内治療用シミュレーターを用いたトレー

ニングシステムの導入
　血管内治療は特有の技能を必要とする分野であ

り，ある一定の learning curve が存在する。われ

われは血管内治療用のシミュレーターを導入したト

レーニングシステムを構築している。これは，パイ
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ロットのフライトシミュレーターの様に，実際に極

めて近い画面を見ながら実物のワイヤやカテーテル

を使ってトレーニングを行えるようになっている。

頸動脈・腎動脈・腸骨動脈・下肢動脈などの各種血

管に対する血管内治療がプログラミングされてお

り，さらに難易度も選択できる。このシミュレーター

でステップを踏むことで，臨床へのスムーズな移行

が可能となる。

IV.　重症下肢虚血に対する血管新生療法の検討
　現在，重症下肢虚血に対し，血行再建術が困難な

症例に対して，自己骨髄単核球移植をはじめとした

細胞移植，VEGF，HGF遺伝子を用いた遺伝子治

療や新規薬剤による治療が検討されている。しかし，

明らかに効果が認められる治療はまだ開発されてい

ない現状がある。我々は，間葉系細胞や新規薬剤を

使用した血管新生療法の検討を行っている。

V.　 ステントグラフト挿入時の局所止血剤と止血

デバイスの検討
　腹部大動脈瘤に対するステントグラフト内挿術

は，総大腿動脈よりステントグラフトを穿刺挿入す

る。そのために，挿入部の血管には 7から 9mm程

度の動脈切開をし，ステントグラフト内挿術終了時

には同部位を縫合閉鎖する必要性がある。縫合部の

出血量減少と手術時間の短縮のために，局所止血剤

と止血デバイスの検討を行っている。

VI.　へパリン-PF4複合体抗体の臨床研究
　へパリンは抗凝固剤として血管外科手術において

一般的に使用されている。へパリンの使用により血

小板減少（HIT）が誘発され，重篤な血栓症を発

症することがあることが知られている。ヘパリンの

使用量が少量であっても，へパリン血小板第 4因子

（PF4）複合体に対する特異的な抗体が産生され，

HITを惹起することがある。へパリン投与による

抗体の産生はこれまで過小評価されていると思われ

る。我々は，過去 2年間，約 300 例以上の血管外科

手術患者において，へパリン -PF4 複合体抗体と

PF4 活性を測定し，発生頻度，相関性について調

査した。へパリン -PF4 複合体抗体陽性率は約

13％であった。また，PF4 抗体陽性者のPF4 活性は，

陰性者より有意に高値であった。今後，統計学的解

析を加え，報告する予定である。

　「点検・評価」
［小児外科］
　【教育】（学生教育）医学科 4年生での系統講義で

の印象を 5年生での small group teaching におい

て確認したところ，指導側の予想以上に断片的では

あるが，記憶に残っていると実感でき，系統講義の

効果がでているものと考えられる。しかし，5，6

年生での再確認は，本院での臨床実習を行っている

学生では small group teaching において行うこと

ができるが，分院で外科臨床研修をおこなっている

学生に対しては，行うことができないので，何らか

の改善が必要と考えられる。（研修医教育）1か月

間の小児外科研修で 30～50 例の手術に参加して，

目標の 3点については，全員が達成できているもの

と考える。（レジデント教育）年々手術件数が増加

しており，レジデントが手術経験を積むうえで十分

な手術症例を確保することができている。一方，疾

患に対する基礎的知識の習得は，各自に委ねている

のが現状であり，改善の必要があるものと考える。

　【臨床研究】世間の小児医療の充実を求める声を

追い風に，各地で周産期センターの開設や増床が行

われている。派遣病院の川口医療センター・町田市

立病院においても小児外科医の増員が求められ，各

施設に小児外科 2名ずつの体制を整えることができ

た。また，分院において小児外科外来を行うことに

よって，分院と本院との連携の強化が得られ，本院

における手術件数が年々増加して，2008 年度には

約 400 例の手術をおこなった。特に漏斗胸に対する

胸腔鏡補助下Nuss 手術件数は全国 3位の手術件数

となった。鼠径ヘルニアに対する腹腔鏡手術も年々

増加して 80 例をおこなった。鼠径ヘルニア手術例

においては，術中輸液の違いによる酸塩基バランス

や電解質の相違についての臨床研究を行うことがで

きた。このように鏡視下手術例数が多いことから，

国内学会では小児内視鏡外科関連の演題をシンポジ

ウムで発表し，指導的立場を築きつつあると考えて

いる。

　【基礎研究】

　着実に結果をあげることができ，学術雑誌へ投稿

予定である。それぞれの研究課題をさらに発展させ

ていきたいと考えている。

［血管外科］
　現在，以下の研究が進行中である。さらに，日本

随一の腹部および胸部大動脈瘤ステントグラフト手

術件数をほこり，日本で唯一米国から最先端の血管

内治療用医療器具を輸入し使用している。現在この
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臨床データを解析し，その成績を主要学会で報告し

ている。

　1.　弓部大動脈瘤に対する分枝付きステントグラ

フトの開発・臨床応用

　2.　3 次元画像ワークステーションを用いた胸腹

部大動脈瘤に対する枝付きステントグラフト

の研究

　3.　閉塞性動脈硬化症に対するDrug Delivery 

Systemの開発

　4.　3 次元画像ナビゲーションシステムを用いた

血管内治療の開発

　5.　Simulator を用いた頸動脈ステント術の術後

知的レベル改善に関する研究

　6.　浅大腿動脈プラークに対する各種薬物治療効

果の研究

　7.　閉塞性動脈硬化症の新しい血管内治療法の研

究

　8.　閉塞性動脈硬化症に対する薬剤溶出ステント

を用いた再狭窄予防効果に関する研究

　9.　重症虚血肢に対する遺伝子導入細胞および幹

細胞を利用した血管新生に関する研究

 10.　bFGF（basic fibroblast growth factor）含

有生体接着剤の血管吻合部治癒促進効果に関

する研究

 11.　経皮的治療を可能にするLow Profile なステ

ントグラフトの開発

 12.　動脈瘤，心不全用wireless 圧センサーの応用

に関する研究

 13.　Wireless 圧センサーを用いた動脈瘤ステン

トグラフト治療の治療効果に関する研究

 14.　本邦における血管病変の特殊性に関する研究

 15.　腎動脈狭窄に対するステント術の治療効果に

関する研究

 16.　下肢静脈瘤に対する非手術的治療法に関する

研究および臨床応用

 17.　3 次元画像ワークステーションを用いた大動

脈瘤の経時的変化，治療効果の研究

 18.　3 次元カラードプラーを用いた血管病変の診

断，術式に関する研究

 19.　血管内超音波（IVUS）を用いた血管内プラー

クの予後に関する研究

 20.　レーザー血流計を用いた血行再建と肢切断レ

ベルの決定に関する研究

 21.　頸動脈プラークの安定化に及ぼすスタチンの

研究

 22.　血管内治療用シミュレーターの医師トレーニ

ングにおける有用性

 23.　腎動脈狭窄症の治療適応を改善する研究

 24.　より低侵襲な頸動脈内膜剥離術の開発

 25.　内腸骨動脈コイル塞栓術後の殿筋性跛行の予

後決定因子を解明する研究

 26.　Zenith vs Excluder（腹部大動脈ステントグ

ラフト） : どちらが優れているかを検討する

研究

 27.　MDCTを用いた下肢バイパス用大伏在静脈

の質的評価に関する検討

 28.　未治療の胸部大動脈潰瘍性病変の予後に関す

る研究

 29.　腹部大動脈瘤の診断契機に関する研究

 30.　内蔵動脈瘤に対するカテーテル治療戦略に関

する研究

 31.　大動脈ステントグラフト内挿術に際して大腿

動脈を露出する際の外科的方法対経皮的方法

の是非に関する研究

 32.　胸部大動脈瘤患者において鎖骨下・椎骨動脈

の側副血行に関する研究

 33.　弓部大動脈瘤に対する hybrid surgery の開発

　研　究　業　績

［小児外科］
I.　原著論文
 1）　Tanaka K ,  Hashimoto H ,  Tachibana T ,  

Ishikawa H ,  Ohki T .  Apoptosis in the small intes-

tine of neonatal rat using blue light-emitting diode 

devices and conventional halogen-quartz devices in 

phototherapy .  Pediatr Surg Int 2008 ;  24（7） :  837-

42.

 2）　黒部　仁 ,  吉田和彦 ,  大木隆生 ,  矢永勝彦 .  内視鏡

的胃瘻造設部に転移した下咽頭癌の 1例 .  日臨外会誌  

2008 ;  69（2） :  298-301.

 3）　黒部　仁 ,  吉澤穣治 ,  桑島成央 ,  芦塚修一 ,  大木隆

生 ,  荒川廣志 .  鋏鉗子を用いて内視鏡的に摘出できた

誤飲性経鼻栄養チューブの 1例 .  小児外科 2008 ;  40

（2） :  242-4.

 4）　黒部　仁 ,  吉澤穣治 .  【小児内視鏡外科における術

中・術後合併症とその対策】小児腹腔鏡下脾臓摘出術

における術中・術後合併症とその対策 .  小児外科  

2008 ;  40（4） :  442-6.

 5）　北爪　勉 ,  小野正恵 ,  鎌田和明 ,  鈴木淳子 ,  吉澤穣

治 ,  桑島成央 .  再発性イレウス症状により発見された

腸間膜脂肪腫の 1例 .  小児臨 2008 ;  61（5） :  1015-9.

III.　学会発表
 1）　Kurobe M ,  Ashizuka S ,  Yoshizawa J ,  Yoshida 
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K ,  Ohki T .  Concomitant laparoscopic splenectomy 

and cholecystectomy in children :  outcomes and les-

sons learned from our cases .  11th World Congress 

of Endoscopic Surgery .  Yokohama ,  Sep .  

 2）　Kurobe M ,  Ohashi S ,  Ashizuka S ,  Yoshizawa J ,  

Yoshida K ,  Yanaga K .  Laparoscopic nissen fun-

doplication in neurologically impaired patients .  

American College of Surgeons 94th Annual Clinical 

Congress .  San Francisco ,  Oct .  

 3）　Yamagata T ,  Yoshizawa J ,  Ohashi S ,  Yanaga 

K ,  Ohki T .  Expression patterns of MicroRNAs are 

altered in hypoxic human neuroblastoma cells .  

American Academy of Pediatrics 2008 ,  National 

Conference & Exhibition ,  Boston ,  Oct .  

 4）　黒部　仁 ,  金井正樹 ,  桑島成央 ,  芦塚修一 ,  吉澤穣

治 ,  大木隆生 .  Nuss 法のおける術後ペクタスバーのず

れとバー固定法の工夫に関する検討 .  第 108 回日本外

科学会定期学術集会 .  長崎 ,  4 月 .  

 5）　芦塚修一 , 金井正樹 , 吉澤穣治 , 桑島成央 , 黒部　仁 ,  

大橋伸介 ,  大木隆生 .  低位鎖肛に対する Anterior sag-

ittal anorectoplasty　新生児期手術の有用性と術後成

績について .  第 108 回日本外科学会定期学術集会 .  長

崎 ,  4 月 .  

 6）　黒部　仁 ,  芦塚修一 ,  吉澤穣治 ,  大橋伸介 ,  大木隆

生 .  脳室腹腔内シャント留置例に対する腹腔鏡下噴門

形成術 .  第 45 回日本小児外科学会学術集会 .  つくば ,  

5 月 .  

 7）　大橋伸介 ,  芦塚修一 ,  桑島成央 ,  黒部　仁 ,  吉澤穣

治 ,  大木隆生 .  当科における腹腔鏡下噴門形成術の複

式の変遷と中期成績 .  第 45 回日本小児外科学会学術

集会 .  つくば ,  5 月 .  

 8）　大橋伸介 ,  大橋映介 ,  吉澤穣治 ,  芦塚修一 ,  桑島成

央 ,  黒部　仁 ,  鈴木正章 ,  大木隆生 .  リチウム電池誤飲

の基礎実験　より安全な電池の可能性 .  第 22 回日本

小児救急医学会 .  奈良 ,  6 月 .  

 9）　黒部　仁 ,  芦塚修一 ,  吉澤穣治 ,  吉田和彦 ,  大木隆

生 .  当科における小児腹腔鏡下脾臓摘出術の標準術式 .  

第 7 回愛宕ヘルニア研究会 .  東京 ,  6 月 .  

10）　黒部　仁 ,  芦塚修一 ,  坪井一人 ,  柏木秀幸 ,  吉田和

彦 ,  矢永勝彦 ,  大木隆生 .  重症心身障害児に合併する

胃食道逆流症に対する噴門形成術の経験 .  第 63 回日

本消化器外科学会総会 .  札幌 ,  7 月 .  

11）　三澤健之 ,  石橋由朗 ,  渡部篤史 ,  小田晃弘 ,  後町武

志 ,  衛藤　謙 ,  高橋直人 ,  尾高　真 ,  吉澤穣治 ,  柏木秀
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　教育・研究概要

I.　 上腕骨近位端骨折に対する新しいプレートシス

テムの考案
　上腕骨近位部骨折に対する新しいプレートシステ

ム（Multiaxial Fixator Plate）を考案し，計 7 例

に本手術を行った。その結果，全例に骨癒合が得ら

れたが，1 例に内反変形をきたし，他の症例では転

位や骨頭壊死も生じなかった。本システムは，特に

大結節部の骨折を伴う 3part 骨折や若年者の解剖頚

骨折に対する従来法の問題点を解決しうる可能性が

示唆された。

II.　 骨粗鬆症に対する新しい pedicle screwの開

発
　骨粗鬆症を有する症例に対し pedicle screw を用

いて治療する機会は増加しているが，screw の固定

力が低下するという問題が生じている。我々は，こ

の問題点を解決するために，セメントによる aug-

mentation を目的とした新しいデザインの screw

を考案した。骨粗鬆症を有する新鮮屍体から摘出し

た腰椎 6 椎体を用いて行った引き抜き試験では，セ

メント使用群 screw では非使用群の 1.44～3.9 倍の

引き抜き強度を示したことから，我々のデザインし

た screw によるセメントを用いた augmentation

の有用性が実証された。

III.　 成人変形性股関節症に対する大腿骨減捻骨切

り術の成績
　骨成長の終了した変形性股関節症に対し，大腿骨

に減捻を加味した骨切り術を施行したところ，良好
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